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〔第3回：１2月3日開催〕

1 授業参観と振り返りを実施しました。
2 議案１ どんぐりっこ祭りの振り返りについて

詳細意見は紙面発表、委員から感想や課題が出されました。
・多くの児童がメインの体験や制作活動を楽しめた。
・ブースによって対応が様々であった。
・実行委員と学校の共通理解が必要である。計画の共有、
事後の反省の必要がある。ボランティアも増員したい。

議案２ 地域学校協働活動の活動例と下校時の熱中症対策に
ついて学校から説明がありました。

議案３ 令和８年度学校経営方針の方向性について
教育目標及び目指す子供の姿・保護者の姿・教師の姿・地域の姿を精選したグランドデザ

インが提示されました。

〔第3回：１2月4日開催〕

〇 熟議・協議
議案１ 次年度の基本的な方針について
・第１回学校評価アンケート結果の再確認及びグーグルAIモードによる取手
二中の学校紹介から、CS委員全体で二中の現状の把握をしました。

・校長先生より、持続可能でよりよい学校になるための案「地域から愛さ
れる学校」になるための意見提言をお願いしたいとの話がありました。

議案２ 学校（教員）の働き方改革について
・職員の勤務時間アベレージの紹介と、文科省から出ている学校と教師の
３分類についての提示と説明が教頭先生からありました。多岐にわたる
教員の仕事等から教員希望者の減少、倍率の低下など、なぜCSが必要
なのかを改めて考える機会になりました。

まとめ：子供たちは日々発達している。前例踏襲では不足する部分がある
ので、教育における地域とのキャッチボールがますます大切になる。

〔第4回：１2月5日開催〕

〇 協議・熟議
議案１：地域学校協働活動「スマイルサポーター」について
・前回の学校運営協議会（CS）でA班、B班の出た意見の振り返りを行い
ました。授業サポーターは充実しているので継続を目指したい。今後は
地域の方の専門的な知識を授業で生かせたらという方向で協議しました。

・西小スマイルゲストティーチャーの活動状況と検討中の支援者の報告がありました。
議案２：次年度基本方針（グランドデザイン）について
・校長先生の思いが詰まった令和８年度グランドデザイン第１案が示され、
内容についての説明がありました。主に子供が地域・友達どうしで心と心
が通い合い、助け合えることを中心に考えたいとのことでした。

・CS委員の皆さんからは、忌憚のないご意見が示されるとともに、この説
明を全保護者に聞かせたい旨の提案も出ました。



１１月１２日(水)、藤代小学校の３年生が社会科見学で
「カスミ」に行きました。引率のお手伝いをしてくださったのは「ふじっこサポーター」の
ボランティアの方々、安全を確認しながら子供たちを誘導してくださいました。

１１月１９日(水)、この日は桜が丘小学校の２年生が、
生活科「町探検」で４カ所に分かれて校外学習を行いま
した。このグループは学校から歩いて「ウエルシア」と
「ピザハット」へ。サポーターの方々が子供たちに付き
添い、安全に移動させてくださいました。

１０月の「永山フェスティバル」に
続き、１１月２２日(土)、「ゆめみ
野フェスティバル」にボランティア
協力した永山中学校の生徒たちの様
子をご紹介します。コミュニティ・
スクールの委員さんがバックアップ
してくださり、１年生から３年生ま
でのボランティア生徒が、「子ども
縁日」で年下の子供たちを楽しませ
てくれました。吹奏楽部も県大会出
場の見事な演奏を披露し、フェステ
ィバルを大いに盛り上げました。


